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高令者非定型性白血病3例iζ試みた.1 a-OH D3 3 μ.g 
～9 μ.g／日を連日又は3日間と， ara-C10 mg/m2×2 
回／日又は ACRlOmg／日 3日閣の併用投与を7～












発症，大量の血撲を消費するととおよび治療費が高価 異常症例のうち2症例において，核型： 46, XY, t 
であること等の理由で改善されつつある．私達は，遠 (9; 11) (q 12; p 13）及び 46,XY, t (7; 11) (p 14; 
心式連続血液成分採血装置と膜型血竣成分分離器を連 p 15）がみられ， No.11染色体短腕部lζ切断点、をもっ
動して，前者で分離した血殺から免疫グロプリンを合 transpositionの共通な変化が認められた．とれはOn・
む高分子除去を実施するシステムを確立して myelo- co geneの1つである HRASlとの関係が指摘されて
maの治療を行っている．本法では免疫グロプリン以 いる位置の変化と考えられる．以上未だ僅かな例数で
上の高分子は一緒に除去されるが，血祭低分子物質は はあるが，今後さらに症例を増して行き，共通した染
残るので，補充が必要でない. Myeloma lζ原因する 色体異常の存否を求めて行きたい．
高粘調症候群の治療効果は本法による plasmacompo-










した． ANLL (8/10), NHL (0/2), Neuroblastoma 





























8~Jの Alveolar Soft Part Sarcoma ICっき臨床病理
学的に検討した．男性6例，女性2例，年令は10才，
23才， 26才， 27才， 31才， 32才， 36才， 49才であった．
発生部位は，大腿5例，腎部1例，骨盤内1例，頭部
1例で，筋肉内に存在した．組織学的には，極めて特












































































































は， HT114 （メラノー＜）株では TGF分爾により著
しく増殖が抑制されたが， HT29（結腸癌） A 204 （横














ぴ担癌ヌード7 ウス尿について， EIA法lζて hEGF
活性を検討した．
結果：培地交換しないと，上清中 hEGF活性は増；
加し， 4～5日で 10-40pg/ml となった．毎日培地
を交換すると， 最大産生量は， 180pg/well／日であり，
actinornycin D は hEGF産生を阻害した．担癌マウ
ス尿（n＝めには hEGF活性を 1.6 ng/rnl (mean）認
めたが，コントロール群ICは認めなかった．との
hEGF様物質の分子量は約 7000dal.で， hEGFとほ


















の ERは DES投与で増加し， TMX投与で減少して
おり，核の ERは TMX投与で増加していた．従っ
て DESのプロモータ一作用および TMXの抑制l'i
ERを介すると思われた．
